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【取組の対象組織・活動の明確化】

□取組の対象組織・活動

○組織の概要

（１）名称及び代表者

・(有)髙原水道設備

・代表取締役　髙原　陽

（２）所在地

・本社 香川県仲多度郡多度津町仲ノ町7-13

・資材置場 香川県仲多度郡多度津町西港町９7

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

・環境管理責任者 髙原幸子

・連絡担当者 髙原幸子

・TEL　　0877-32-2516

（４）事業内容

・管工事業、水道施設工事業、土木工事業

（５）事業の規模

・売上高(出来高) 8500万円／2020年

・工事等の件数 48件

・従業員 6人

・延べ面積 事務所　150.72㎡、資材置場515.79㎡

（６）事業年度
・10月～９月

○認証・登録の対象範囲

登録事業所

(有)髙原水道設備　　本社、資材置場

・管工事業、水道施設工事業、土木工事業
取組期間

・2020年10月～2021年9月

関連事業所

なし
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有限会社　髙原水道設備　実施体制図

*事務所

*建設現場

・特定された緊急事態への対応マニュアル確認

・環境管理責任者の補佐

・環境負荷の自己チェック及び、環境への取り組みの自己チェックの実施

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成
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・環境関連法規等取りまとめ表の承認

・環境経営レポートを確認し、承認

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・環境活動の取り組み結果を代表者に報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営レポートの作成

代表取締役

高原　陽

工事部 営業部

・部門の特定された緊急事態への対応マニュアルの承認

代表取締役

・環境活動の実績集計

・環境経営に関する統括責任

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実地

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

総務部

現場責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境管理責任者を任命

・環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間を準備

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・資材置場の管理・総括

・代表者による全体の評価と見直しを実施

環境管理責任者

高原幸子

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

役割・責任・権限

下請等の協力会社 従業員

全従業員

総務

工事
資材置場

環境管理責任者

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

部
門
長

営業



環　境　経　営　方　針

Ⅰ　基本理念

　 有限会社　高原水道設備は、事業の無駄を見直して、小さなエコから

始めます。各々が意識してエコ活動を広めていくことで、地球の環境を守り

地域と一体になって、長くエコ活動を続けて行くよう努めます。

Ⅱ　環境方針

基本理念のもと、次の環境経営目標を設定し、全社員が環境への

負荷を継続的に低減できるように環境保全に取り組みます。

1.　エコ車の導入、空調・照明の電力使用量削減により、

　　二酸化炭素排出量全体の削減に取り組みます。

2.　低振動・低騒音の重機、工具を有効活用し、省エネに努めます。

3.　走行や搬送ルートを事前調査し、燃費向上を図ります。

4.　事業活動で発生する廃棄物の削減・再利用に取り組みます。

5.　トラック等洗車時もこまめに蛇口を開閉し、節水に努めます。

6　社員の意識向上のために、定期的に環境教育を行います。

7.　グリーン購買を推進します。

8.　環境関連法規制を遵守します。

　　 環境経営方針は、全ての従業員に周知し、環境経営レポートを広く

　一般に公開します。

　　　　　

制定日：2018年10月1日

有限会社　　高原水道設備

　　代表取締役　　高原　陽
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【環境経営目標】

○中・長期目的・目標ー1
　　　　　　目　　　　標

単位 基準年（２０１７年） ２０１８年 ２０１９年 ２０２０年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 22,200 21,978 21,756 21,534

電気使用量削減 kWh 6,695 6,628 6,561 6,494

ガソリン使用量削減 L 5,928 5,869 5,810 5,750

軽油使用量削減 L 1,865 1,847 1,828 1,809

廃棄物排出量削減（事務所） kg 270 267 265 262

廃棄物排出量削減（現場） kg 81,422 80,608 79,794 78,979

水総使用量削減 m3 68.0 67.3 66.6 66.0

グリーン購買の推進　 品目 ー 2 3 4

組織本来の取組　　＊2 実施率（％） 100 100 100 100

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省公表四国電力2016年実績調整後排出係数０．５２９（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．環境配慮施工推進のため、施工前施工後の機械・工具の点検を実施します。

①施工前施工後の機械・工具の点検。　②効率的な走行ルートの選定。

○次年度以降の中・長期目的・目標ー2(基準年変更）
　　　　　　目　　　　標

単位 基準年（２０２０年） ２０２１年 ２０２２年 ２０２３年 ２０２４年

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 21,602 21,386 21,170 20,954 20,738

電気使用量削減 kWh 6,324 6,261 6,198 6,134 6,071

ガソリン使用量削減 L 5,204 5,152 5,100 5,048 4,996

軽油使用量削減 L 2,681 2,654 2,628 2,601 2,574

廃棄物排出量削減（事務所） kg 147 146 144 143 141

廃棄物排出量削減（現場） kg 72,380 71,656 70,932 70,209 69,485

水総使用量削減 m3 81.0 80.2 79.4 78.6 77.8

グリーン購買の推進　 品目 6 7 7 7 7

組織本来の取組　　＊2 実施率（％） 100 100 100 100 100

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、

環境省公表四国電力2021年公表の調整後排出係数０．４１１（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．環境配慮施工推進のため、施工前施工後の機械・工具の点検を実施します。

①施工前施工後の機械・工具の点検。　②効率的な走行ルートの選定。

○短期目的・目標
・取組期間　2020年　10月　～　2021年9月

目的 単位 基準年（２０１７年） 目標

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 22,200 21,534

電気使用量削減 kWh 6,695 6,494

ガソリン使用量削減 L 5,928 5,750

軽油使用量削減 L 1,865 1,809

廃棄物排出量削減（事務所） kg 270 262

廃棄物排出量削減（現場） kg 81,422 78,979

水総使用量削減 m3 68 66

グリーン購買の推進　 品目 ー 4

組織本来の取組　　＊2 実施率（％） 100 100

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、
環境省公表四国電力2016年実績調整後排出係数０．５２９（kg－CO2／kWh）を使用した。
＊２．環境配慮施工推進のため、施工前施工後の機械・工具の点検を実施します。
①施工前施工後の機械・工具の点検。　②効率的な走行ルートの選定。
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【環境経営計画】

○事務所
・取組期間　2020年　10月　～　2021年9月

目標 具体的実施項目

　基準値比 ①不要な照明を消す

3%削減 ②適正温度の維持

　基準値比 ①エコドライブの励行

3%削減 ②走行ルートの選択

　基準値比 ①コピー用紙の両面使用

3%削減 ②可燃ごみ等の分別

　基準値比 ①節水コマ取付

3%削減 ②量水器パイロットランプ確認

基準値比 ①詰め替え製品の購入

4品目 ②ｴｺﾏｰｸ事務用品の購入

購入

○現場

目標 具体的実施項目

①下請け工事の際、

電源イッチの細目な管理

②下請け工事の際、

投光器の不在時消灯

　基準値比 ①アイドリングストップの徹底

3%削減 ②エコドライブの励行

③走行ルートの選択

　基準値比 ①アイドリングストップの徹底

3%削減 ②定期的な保守点検の実施

①マニフェストの徹底管理

②分別の徹底

　基準値比 ①量水器用パイロットランプの確認

3%削減 ②漏水の点検

①各機械、工具の点検・保守

100%実施 ②低騒音の機械の選択
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目的

二酸化炭素

電気使用量削減

ガソリン使用量　削減

廃棄物 一般廃棄物削減

水使用量 節水

グリーン購買 グリーン購買

目的

二酸化炭素

電気使用量削減

ガソリン使用量　削減

軽油使用量削減

廃棄物 産業廃棄物削減

水使用量 節水

環境配慮施工の推進 環境配慮した施工



【環境経営目標実績結果と評価】

○取組期間　2020年　10月　～　2021年9月

目的 単位 基準年（２０１７年） 目標 実績 評価

二酸化炭素の削減　＊1 kg-CO2 22,200 21,534 22,349 ×：達成

電気使用量削減 kWh 6,695 6,494 6,324 〇：達成

ガソリン使用量削減 L 5,928 5,750 5,204 〇：達成

軽油使用量削減 L 1,865 1,809 2,681 ×：未達

廃棄物排出量削減（事務所） kg 270 262 147 〇：達成

廃棄物排出量削減（現場） kg 81,422 78,979 72,380 〇：達成

水総使用量削減 m3 68.0 66.0 81.0 ×：未達

グリーン購買の推進　 品目 ー 4 6 〇：達成

組織本来の取組　　＊２ 実施率（％） 100 100 100 〇：達成

＊１．電力のＣＯ2 発生量については、 〇：達成

×：未達

環境省公表四国電力2016年実績調整後排出係数０．５２９（kg－CO2／kWh）を使用した。

＊２．組織本来の取組として、環境配慮施工推進のため、下記の2項目を実施します。

①施工前施工後の機械・工具の点検。②効率的な走行ルートの選定。
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また、毎朝の始業前点検を引き続き行うとともに、各メーカー担当者様による点検も

多く取り入れた。今後も環境に配慮した施工を継続していきたい。

水の使用に関しては、暫くの間、課題になると思う。昨年は特に環境問題が問われ、

土木工事に関しての水まき、コロナ禍での手洗いなどで、使用量が多くなった。

他社様の様々な事例を参考にしながら、水道使用量が軽減できるよう取り組みたい。

事務・清掃用品などは、エコマークが入った製品・詰替え製品を購入するのが普通に

なっている。取り組みやすくなった要因は、エコが定着してきているので、エコ関連の

表示をしている文具店やスーパーが多くなったお陰だと思う。

ものの最終では目標を達成できた。

事務所のごみ排出は、段ボールが中心になり、そのほとんどを資材搬入業者様が

引き取ってくれるので、随分減らすことが出来た。現場のアスファルト殻は、公共工事

が大きかっただけに、排出量が心配されたが、目標は達成できた。引き続き、マニ

フェストでしっかりと管理していきたい。

昨年に引き続き、重機の入れ替えを行い、環境に配慮した重機の選択が出来た。

二酸化炭素の削減

廃棄物排出量の削減

グリーン購買の推進

組織本来の取組

水総使用量の削減

数字だけで見ると、達成は出来なかった。公共工事の規模が、昨年の2倍あったため、

ダンプ・重機の稼働率が高く、どうしても軽油を減らすことが出来なかった。ただ、電気

使用量については、事務仕事での残業が多かった割に、服装などで工夫が出来たと

思うので、目標よりは、少なくて良かったと思う。また、水道事業が、統一されたために

役所への移動距離が2倍となり、懸念されていたガソリン代は、事務所分こそ増えた



【環境経営計画】
(具体的取組内容と月次実施報告)

○事務所
・取組期間　2020年　10月　～　2021年9月

目標 具体的実施項目 １０月～１２月 １月～3月 4月～6月 7月～9月

　基準値比 ①不要な照明を消す 〇 ○ 〇 〇

3%削減 ②適正温度の維持 〇 ○ 〇 △

　基準値比 ①エコドライブの励行 〇 ○ 〇 △

3%削減 ②走行ルートの選択 〇 ○ 〇 〇

　基準値比 ①コピー用紙の両面使用 〇 〇 〇 〇

3%削減 ②可燃ごみ等の分別 〇 ○ ○ ○

　基準値比 ①節水コマ取付 〇 ○ 〇 △

3%削減 ②量水器パイロットランプ確認 〇 ○ ○ ○

基準値比 ①詰め替え製品の購入 〇 〇 〇 〇

4品目 ②ｴｺﾏｰｸ事務用品の購入 〇 ○ ○ ○

購入

○：計画通り実施
△：一部出来なかった
×：出来ていない

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的 評価に対するコメント 次年度の環境経営計画

ガソリンは、今後も走行ルートを考えて、無駄のない

運転を心掛け、使用量を減らしたい。電気は、照明器具

の取替え（LED)を検討し、さらに使用量を減らすことが

できるように取組んでいく。

事務所の廃棄物に関しては、一般ごみ（可燃・不燃）

ダンボールともに、引き続き削減の取組を行っていく。

事務所の隣が、地区の資源ごみ回収場なので、上手く

活用して、廃棄物の量を減らすように努める。

水の汲み置きは、引き続き行っていく。パイロットランプ

点検・節水コマへの取替は、今後も取組みを続けたい。
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△

○

〇

○

評価

〇

△

△

〇

〇

エコマークの入った製品の購入と、詰替え商品
については、引き続き積極的に行っていく。

グリーン購買 グリーン購買

廃棄物

水使用量

グリーン購買

二酸化炭素

申請先の役所が移転し、走行距離が伸びたため、事務所のガソリン代が

不安であったが、トータルでは減らすことが出来た。常に走行ルートを考え

気を付けたのが良かった。電気も小まめに管理し、服装で工夫したので

多くあったので、使用量が増えた。事務所単体としては、汲み置いた水で

水使用量

○

二酸化炭素

電気使用量削減

ガソリン使用量　削
減

廃棄物 一般廃棄物削減

節水

洗い物や草木の水やりを行っている。

軽減できたと思う。

事務所の廃棄物については、大幅に削減が出来たと思う。ただ、油断を

エコマークがついた商品を何度か尋ねているうちに、お店の方から声を

かけてくれるようになった。こういう方法も発見したので、他でも色々聞いて

エコ商品活用に取り組んでいきたい。

すると段ボールを置いたままにしたり、面倒だからと缶やペットボトルを

不燃ごみに出してしまうので、しっかり分別を行い資源ごみに出すなど

廃棄物を減らすように心掛けたい。

今期は、公共工事時に使用するタンクの水を、事務所から汲んでいくことが



【環境経営計画】
(具体的取組内容と月次実施報告)

○現場
○取組期間　2020年　10月　～　2021年9月

目標 具体的実施項目 １０月～１２月 １月～３月 4月～6月 4月～6月

①下請け工事の際、 ○ ○ ○ ○

電源イッチの細目な管理

②下請け工事の際、 〇 〇 〇 〇

投光器の不在時消灯

　基準値比 ①アイドリングストップの徹底 ○ ○ ○ ○

3%削減 ②エコドライブの励行 〇 〇 〇 〇

③走行ルートの選択 ○ ○ ○ ○

　基準値比 ①アイドリングストップの徹底 ○ ○ ○ ○

3%削減 ②定期的な保守点検の実施 ○ ○ ○ ○

①マニフェストの徹底管理 該当なし 〇 該当なし 該当なし

②分別の徹底 ○ ○ ○ ○

　基準値比 ①量水器用パイロットランプの確認 ○ ○ ○ ○

3%削減 ②漏水の点検 〇 〇 〇 〇

①各機械、工具の点検・保守 ○ ○ ○ ○

100%実施 ②低騒音の機械の選択 ○ ○ ○ ○

〇：計画通り実施
△：一部出来なかった
×：出来ていない

○評価に対するコメントと次年度の取組内容

目的 評価に対するコメント 次年度の環境経営計画

する。

近年、発注者から求められる低騒音・低振動

の重機・ダンプ、は規制にあったものを使用

していく。また、毎日の作業前点検は、引き

続き行っていく。
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○

○

評価

○

〇

○

〇

公共工事における軽油の使用量は、大きな課題

であるが、少しでも燃費の良い車や工具を使用

○

○

○

○

〇

〇

水使用量

二酸化炭素

廃棄物

電気使用量削減

○

ガソリン使用量　削
減

軽油使用量削減

産業廃棄物削減

節水

工事用の水は、手洗いを含め、汲み置き水

だけでは、対処が限られるので、使用内容

を検討したり、こまめな蛇口の開閉を、徹底

環境配慮した施工

環境配慮施
工の推進

環境配慮施
工の推進

二酸化炭素

廃棄物

水使用量

重機・各機器・工具の点検は、毎日作業前に行っている。故障が

少なくなり、環境への配慮を意識した施工が出来ていると感じた。

事務所と同様に、汲み置いた水を十分に活用することが出来た。

ただし、公共工事では、工事前後の水まきや、仮設水道が取れなかった

為、水道水を持ち出し、大幅に使用量が増えてしまった。

分別は、引き続き行っていく。元請工事では、

アスファルト殻1つからでも再生資源化100％

を目指して、取組みたい。

マニフェストによる適切な処理を行い、再資源化の促進に努めた。

出来るように、毎日の点検は、引き続き行いたい。

また、ダンプは、燃費の良いものを入れる予定。

分別は、出来ているので、継続していきたい。元請工事の際は、

軽油は、公共工事の規模で、増減が出るため、大幅な削減は難しいと

思った。特に今期は、公共工事が大きかったので、重機やダンプの

稼働率が上がり、なかなか削減には至らなかった。ただ、車や重機を

離れるとこは、必ずエンジンを切るように心掛け、声を掛け合い軽油の

使用量を押さえられるよう取り組みたい。



8．環境関連法規等の遵守状況及び違反・訴訟等の有無

　環境法規制等 　規制内容 遵守状況

廃棄物処理法 遵守

廃棄物処理法 遵守

リサイクル法 遵守

オフロード法 協力会社の持ち込み建設機械の届出等 遵守

騒音規制法 遵守

振動規制法 遵守

遵守

遵守

遵守

グリーン購入法 環境に配慮した事務用品の調達 遵守

香川県環境基本条例 事業活動全般 遵守

多度津町環境基本条例 事業活動全般 遵守

当社に適用される環境関連法規等の違反はありませんでした。また、利害関係者

からの訴訟及び、関連行政機関からの指摘も過去３年間ありませんでした。

今後も継続して定期的に遵守確認を行い、法規制から逸脱することの無いように

いたします。
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公共下水道管理者に届出。排水基準・生活環境項
目については、条例による。

浄化槽法 設置の届出・使用廃止後３０日以内の届出

道路交通法、道路法 違反者への勧告・命令・警察への告発

委託業者との契約、ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付・保管、産業
廃棄物の保管等

野外焼却の禁止。保管場所設置看板、積上げ高さ
の厳守。

取引業者への委託

摘要指定地域の確認、届出等

摘要指定地域の確認、届出等

下水道法



    9.代表者による全体の評価と見直し・指示

　小さな子供や学生たちが地球環境を守る活動をしている中、私たちも負けじと電気や

ガソリン使用料の軽減をはかる努力をしてまいりました。お陰様で、従業員一人一人も

電気をこまめに消すようになったり、新しい道路が出来たときには、今迄の道路を使用

するのとでは、どれだけガソリンの量が違ったかなどを毎朝の点検時に話しをするように

なりました。その結果、目標を決めた数字が、良い結果となって見えているのは、とても

嬉しいことだと感じております。

　今後のCO2削減に向けては、組織全体の取り組みとして掲げてある「環境にやさしい施工」

を長く継続していきたいと考えております。その為には、節水・節電のほかに公共工事で

どうしても必要な軽油の削減というのが、引き続きの課題になってきます。これにつきまして

は、工事の大小によるものが大きいと思いますので、一喜一憂せずに、使用量を軽減できる

ように、車両のエンジンをこまめに切ったり、空ふかしをしないなど基本に忠実に取り組んで

まいります。

　また、工事全般において、手戻りによる無駄がないようにし、産業廃棄物でも再資源化

を積極的に進めていく体制を作って、皆で継続して取り組めるようにしたいと考えております。

なお、環境方針につきましては、継続していきたいと思っております。

実施体制におきましても、このまま現状で継続してまいります。
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